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調主~三一度 全尺度合計 連帯孤独 安定一不安定 充実ー空虚
2年修了時（A) 109 .16 (21. 91) 38.46 (8.03) 37.12 (6.98) 33.58 (9.01) 
卒 業 時 （B) 125.92 (21.64) 41.10 (6.46) 41.88 (7.19) 42.94 (9.57) 
平均値の差（B-A) + 16. 76 十 2.64 + 4.76 + 9.36 
中目 関 係 数 + 0.53 + 0.47 + 0.47 + 0.59 
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表2 看護系学生 （n =50）の項目評定点平均 （標準偏差）及び平均の差の検定結果
尺 度 宅頁 目 2年修了時 卒 業 時 相関係数 検定結果
にぎやかな 3.90 (1.42) 4.02 (1.25) + 0.16 N. S. 
まとま った 3.08 (1.40) 3.60 (1.36) + 0.47 ＊ 
協力的な 4.50 (1.16) 4.66 (1.08) + 0.49 N. S. 
連 帯 うちとけた 4 .00 (1.47) 4.30 (1.27) + 0.19 N. S. 
開放的な 3 .80 (1.44) 4 .26 (1.10) + 0.11 N. S. 
仲間 の多 い 4 .36 (1.10) 4.66 (1.06) + 0.30 N. S. 
孤 独 指導力のある 3 .40 (1.07) 3.42 (1.18) 十 0.28 N. S. 
集団的な 3.70 (1.20) 3.96 (1.03) + 0.60 N.S 
頼りになる 3.60 (1.14) 3.96 (1.21) + 0.40 N. S. 
愛情的な 4 .12 (1.30) 4.26 (1.12) + 0.56 N. S. 
安定した 2 .82 (1.27) 3.70 (1.66) + 0.37 ＊＊＊ 
おちついた 3 .38 (1.26) 4.14 (1.29) + 0.22 ＊ ＊ 
おだやかな 3.70 (1.16) 4.08 (1.10) + 0.38 ＊ 
安 疋ー 健康的な 4.04 (1.59) 4.70 (1.43) + 0.52 ＊ ＊ 
カあ ふ れ た 3 .18 (1.22) 4.10 (1.23) + 0.37 ＊＊＊ 
静 か な 4.02 (1.08) 4.16 (0.98) + 0.33 N.S. 
不安定 しっかりした 4.22 (1.04) 4.38 (1.07) + 0.35 N. S. 
信じやすい 4 .50 (1.30) 4.54 (1.22) + 0.42 N. S. 
調和の とれ た 3 .48 (1.18) 4.16 (1.06) + 0.31 ＊＊＊ 
楽観的な 3.78 (1.36) 3.92 (1.44) + 0.22 N. S. 
明 る 、峰 3 .52 (1.52) 4 .22 (1.54) 十 0.57 ＊ ＊ 
楽 し 1λ 2.60 (1.20) 3. 76 (1.38) + 0.36 ＊＊＊ 
喜 ばしい 3 .54 (1.11) 4.46 (1.03) + 0.42 ＊＊＊ 
充 実 充 実 し た 3 .06 (1.25) 4.00 (1.26) + 0.45 ＊＊＊ 
あ たたかな 3.74 (1.23) 4.60 (0.97) + 0.29 ＊＊＊ 
前向き な 3.76 (1.41) 5.C4 (1.03) + 0.42 ＊＊＊ 
空 虚 望みのある 3 .68 (1 .38) 4.64 (1.12) 十0.40 ＊＊＊ 
j荷 ち たり た 2 .64 (0 .96) 3.74 (1.31) 十0.38 ＊＊＊ 
成長して ゆ く 3.44 (1.30) 4.44 (1.31) + 0.39 ＊＊＊ 
若々 し L、 3.60 (1.29) 4.04 (1.24) + 0.31 ＊ 























減少（ ～ー10) 188 (35.4) 102 (19. 2) 
不変（－9～+9) 238 (44. 8) 232 (43.7) 
増加（＋10～ ） 105 (19. 8) 197 (37. 1) 
平 均 f直 -3.87 +4.88 
標準偏差 18.35 20. 70 
相関 係数 -0.42 















減少（ ～ー 10) 不変（－9～十9) 増加（＋10～ ） 計
減少（ ～ー 10) 24 ( 4.5) 60 (11. 3) 104 (19.6) 188 (35. 4) 
入 学
不変（－9～+9) 42 ( 7.9) 119 (22. 4) 77 (14. 5) 238 (44.8) 
増加（＋10～ ） 36 ( 6.8) 53 (10.0) 16 ( 3.0) 105 (19.8) 
l年修了
言十 102 (19. 2) 232 (43.7) 197 (37. 1) 531 (100 .0) 



























182 (34.3) lll (20. 9) 
231 (43.5) 216 (40. 7) 










表6 女子学生全体 （N=531）の安定一不安定 ・充実一空虚尺度の変化
安定一不安定尺度 充実一空虚尺度
入学→l修 l修→卒業 入学→1修 1修→卒業
減少（ ～－4) 178 (33. 5) 126 (23. 7) 214 (40.3) 129 (24.3) 
不変（ 3～＋3) 243 (45.8) 202 (38.0) 198 (37.3) 202 (38. O)
増加（+4～ 110 (20. 7) 203 (38.2) 119 (22. 4) 200 (37.7) 
平 均 値 -1.25 +1.60 1.86 十1.57
標準偏差 6.88 7.69 8.04 9.06 
相関係数 -0.46 -0.34 




減少（ ～－4) 不変（－3～＋3) 増加（+4～ 言十
減少（ ～－4) 19 ( 3. 6) 61 (1. 5) 102 (19. 2) 182 (34.3) 
入学
不変（－3～+3) 48 ( 9. 0) 103 (19. 4) 80 (15. 1) 231 (43.5) 
増加（＋4～ ） 44 ( 8. 3) 52 ( 9.8) 2 ( 4.1) 118 (22. 2) 
l年修了
lll (20. 9) 216 (40. 7) 204 (38.4) 531 (100 .0) 言十
表8 安定一不安定尺度の増減の状況
1年修了 →卒業 （2年修了）
減少（ ～－4) 不変（－3～＋3) 増加（+4～ 言十
減少（ ～－4) 27 ( 5.1) 50 ( 9. 4) 101 (19.0) 178 (33.5) 
入学
不変（ 3～十3) 52 ( 9. 8) 107 (20. 2) 84 (15. 8) 243 (45.8) 
増加（＋4～ ） 47 ( 8. 9) 45 ( 8.5) 18 ( 3. 4) 110 (20. 7)
1年修了
言十 126 (23. 7) 202 (38. 0) 203 (38.2) 531 (100 .0) 
表9 充実一空虚尺度の増減の状況
l年修了 → 卒業（2年修了）
減少（ ～－4) 不変（－3～＋3) 増加（+4～ 計
減少（ ～－4) 35 ( 6. 6) 66 (12. 4) 113 (21. 3) 214 (40.3) 
入学
不変（－3～+3) 47 ( 8.9) 88 (16. 6) 63 (11. 9) 198 (37. 3) 
増加（+4～ ） 47 ( 8.9) 48 ( 9. 0) 24 ( 4. 5) 119 (22. 4) 
1年修了




















入学→ 1修 lj$；→卒業 入学→l修 l修→卒業
減少（ ～ー10) 50 (32. 5) 20 (13. O) 76 (33.8) 30 (13.3) 
不変（－9～＋9) 82 (53.2) 74 (48.1) 99 (44. 0) 103 (45. 8)
増加（十10～ ） 22 (14. 3) 60 (39.0) 50 (22. 2) 92 (40.9) 
平 均 値 -4.53 +7.97 -3.42 +7.91 
標準偏 差 16 .14 18.96 19.25 19.65 
相 関係数 -0.58 -0.51 
平均の検定 P <. 001で有意 P <. 001で有意
美術系（n=51) 体育系（n=51)
入学→1修 l修→卒業 入学→1修 1修→卒業
減少（ ～ 10) 12 (23. 5) 11 (21. 6) 23 (45.1) 9 (17. 6) 
不変（－9～＋9) 27 (52.9) 25 (49.0) 14 (27. 5) 15 (29. 4) 
増加（十10～ ） 12 (23.5) 15 (29.4) 14 (27. 5) 27 (52.9) 
平 均 値 +0.76 -0.02 -3.63 +9.75 
標準偏 差 17 .10 15.73 21.24 21.36 
相関係数 -0.28 -0.48 
平均の検定 有意差なし P<.05で有意
看護系（n=50)
入学→1修 1 修→2修 2修→卒業 （注）
減少（ ～ 10) 27 (54. 0) 32 (64.0) 6 (12. 0) 
Zft→卒業の
資料は女子学
不変（ 9～＋9) 16 (32.0) 15 (30.0) 12 (24. 0) 生全体には含めていない。
増加（＋10～ ） 7 (14. 0) 3 (66.0) 32 (64.0) 
平 均 f直 -8.78 -18. 29 +16. 76 
標準偏差 18.03 19.00 21.16 
相関係数 -0.17 -0.27 











入学→1修 l修→卒業 入学→1修 1修→卒業
減少（ ～－4) 55 (35.7) 18 (11. 7) 69 (30. 7) 43 (19. 1) 
不変（－3～＋3) 74 (48. 1) 67 (43.5) 96 (42. 7) 90 (40. O) 
増加（+4～ 25 (16. 2) 69 (44. 8) 60 (26. 7) 92 (40. 9) 
平 均 ｛直 -1.44 +3.09 -0.23 +2.42 
標準偏差 6.21 6.54 7.32 6.78 
相関係数 -0.56 -0.45 
平 均の検定 P <. 001で有意 P<.05で有意
安定一不安定尺度 安定一不安定尺度
入学→l修 1修→卒業 入学→1修 1修→卒業
減少（ ～－4) 45 (29.2) 24 (15. 6) 74 (32.9) 46 (20. 4) 
不変（－3～＋3) 81 (52. 6) 64 (41. 6) 102 (45. 3) 91 (40. 4) 
増加（+4～ 28 (18.2 66. (42. 9) 49 (21. 8) 88 (39.1) 
平 均 f直 -1.39 +2.67 -1.18 十2.39
標準偏差 6.18 7.30 7.09 7.34 
相関係数 一0.57 -0.54 
平均の検定 P <. COlで有意 P <. 001で有意
充実一空虚尺度 充実一空虚尺度
入学→l修 1修→卒業 入学→1修 1 修→卒業
減少（ ～－4) 62 (40.3) 31 (20. 1) 89 (39.6) 38 (16. 9) 
不変（－3～＋3) 61 (39. 6) 66 (42. 9) 89 (39.6) 92 (40. 9)
増加（十4～ 31 (20. 1) 57 (37. O) 47 (20. 9) 95 (42. 2) 
平 均 ｛直 -1.71 +2.21 -2.01 +3.10 
標準偏 差 7.27 7.84 8.63 8.90 
相関 係数 -0.45 -0.43 
平均の検定 P <. 001で有意 P <. 001で有意









入学→ l修 1修→卒業 入学→l修 l修→卒業
減少（ ～ 4) 18 (35. 3) 15 (29.4) 21 (41. 2) 10 (19. 6) 
不変（－3～＋3) 22 (43. 1) 21 (41. 2) 15 (29. 4) 19 (37. 3)
増加（十4～ 11 (21. 6) 15 (29. 4) 15 (29. 4) 22 (43. 1) 
平 均 値 一0.12 -0.61 0 .16 +2.24 
標準偏差 5.72 5.77 8.36 7.53 
相関係数 -0.25 -0.49 
平均の 検定 有意差なし 有意差なし
安定一不安定尺度 安定一不安定尺度
入学→ l修 1修→卒業 入学→ 1修 l修→卒業
減少（ ～－4) 12 (23.5) 14 (27. 5) 22 (43. 1) 1 (21. 6) 
不変（－3～＋3) 26 (51. 0) 19 (37.3) 16 (31. 4) 15. (29. 4)
増加（+4～ 13 (25.5) 18 (35. 3) 13 (25. 5) 25 (49.0) 
平 均 値 +1.10 +0.51 -2.20 十3.29
標準偏 差 6.63 6.56 8.05 8.02 
相関係数 -0.20 -0.58 
平均 の 検定 有意差なし P<.01で有意
充実一空虚尺度 充実一空虚尺度
入学→l修 1修→卒業 入学→1修 l修→卒業
減少（ ～－4) 14 (27. 5) 13 (25. 5) 21 (41. 2) 9 (17. 6)
不変（－3～＋3) 23 (45. 1) 22 (43. 1) 11 (21. 6) 12 (23. 5)
増加（+4～ 14 (27.5) 16 (31. 4) 19 (37. 3) 30 (58.8) 
平 均 値 -0.22 十0.08 -1.27 +4.22 
標準偏 差 7.38 7 .16 8.30 9 .11 
相関係数 -0.46 -0.30 
平均の 検 定 有意差なし P<.01で有意
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減少（ ～－4) 19 (38. 0) 25 (50. 0) 9 (18. 0)
不変（ 3～＋3) 24 (48.0) 19 (38. O) 21 (42.0) 
増加（＋4～ 7 (14. O) 6 (12. 0) 20 (40.0) 
平 均 ｛直 -2.30 -3.92 +2.64 
標準偏差 6.93 6.95 7.57 
相関係数 -0.27 -0.47 
平均の検定 有意差なL P <. 001で有意
安定一不安定尺度
入学→1修 1 1修→2修 2修→卒業
減少（ ～－4) 25 (50.0) 31 (62. 0) 8 (16. 0)
不変（－3～＋3) 18 (36. 0) 13 (26.0) 12 (24. 0)
増加（十4～ 7 (14. 0) 6 (12. O) 30 (60. O) 
平 均 ｛直 -2.60 -5.86 +4.76 
標準偏差 6.62 7.08 7.32 
相関係数 -0.30 -0.26 
平均の検定 P<.05で有意 P <.001で有意
充実一空虚尺度空虚尺度
入学→l修 1 修→2修 2修→卒業
減少（ ～－4) 28 (56.0) 38 (76.0) 5 (10. O)
不変（－3～+3) 14 (28.0) 9 (18.0) 7 (14. 0)
増加（+4～ 8 (16. 0) 3 ( 6. 0) 38 (76.0) 
平 均 f直 3.88 -8.50 +9.36 
標準偏差 7 .74 8'198 .49 8 .41 
相関係数 -0.13 -0.23 
平均の検 定 P<.05で有意 P <. 001で有意
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何回にもわたって実施した調査に，真面白に協力してくれた学生諸君と， 貴重な時間を割いて協力して
くださった関係大学の方々に，心から感謝の意を表したい。
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